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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】油漏れを低減する。
【解決手段】タービンハウジングとタービンロータとを
備え、タービンハウジングと圧縮機ハウジングとの間に
配置された軸受ハウジング９であって、タービンハウジ
ングおよび圧縮機ハウジングが両方とも接続される、軸
受ハウジングと、軸を軸受ハウジング内に装着するのに
用いられる少なくとも１つの軸受１０であって、それぞ
れの軸受が、回転方向で固定された形で軸受ハウジング
上に装着される軸受ブッシュ１１を備え、軸受ブッシュ
と軸受ハウジングとの間に径方向外側の潤滑ギャップ１
３が形成され、また軸受ブッシュと軸との間に径方向内
側の潤滑ギャップ１４が形成される、少なくとも１つの
軸受と、を備え、それぞれの軸受ブッシュの軸方向端部
が、径方向外側区画１８、１９において径方向内側区画
２４、２５よりも大きい軸方向の広がりを有する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タービンハウジング（４）とタービンロータ（５）とを備える、第１の媒体を膨張させ
るタービン（２）と、
　圧縮機ハウジング（６）と、軸（８）を介して前記タービンロータ（５）に連結された
圧縮機ロータ（７）と、を備える、前記第１の媒体が膨張する間に前記タービン（２）で
抽出されたエネルギーを利用して第２の媒体を圧縮する圧縮機（３）と、
　前記タービンハウジング（４）と前記圧縮機ハウジング（６）との間に配置された軸受
ハウジング（９）であって、前記タービンハウジング（４）および前記圧縮機ハウジング
（６）が両方とも接続される、軸受ハウジング（９）と、
　前記軸（８）を前記軸受ハウジング（９）内に装着するのに用いられる少なくとも１つ
の軸受（１０）であって、それぞれの前記軸受（１０）が、回転方向で固定された形で前
記軸受ハウジング（９）上に装着される軸受ブッシュ（１１）を備え、前記軸受ブッシュ
（１１）と前記軸受ハウジング（９）との間に径方向外側の潤滑ギャップ（１３）が形成
され、また前記軸受ブッシュ（１１）と前記軸（８）との間に径方向内側の潤滑ギャップ
（１４）が形成される、少なくとも１つの軸受（１０）と、
を備え、
　それぞれの前記軸受ブッシュ（１１）の軸方向端部が、径方向外側区画（１８、１９）
において径方向内側区画（２４、２５）よりも大きい軸方向の広がりを有することを特徴
とする、ターボ過給機（１）。
【請求項２】
　それぞれの前記軸受ブッシュ（１１）の前記軸方向端部のうち少なくとも１つが、それ
ぞれの前記径方向外側区画（１８、１９）のみで前記軸受ハウジング（９）またはカバー
（１２）と接した状態で位置することを特徴とする、請求項１に記載のターボ過給機。
【請求項３】
　それぞれの前記軸受ブッシュ（１１）の第１の軸方向端部が、それぞれの前記径方向外
側区画（１８）のみで前記軸受ハウジング（９）と接した状態で位置し、かつ／または、
　それぞれの前記軸受ブッシュ（１１）の第２の軸方向端部が、それぞれの前記径方向外
側区画（１９）のみで前記カバー（１２）と接した状態で位置することを特徴とする、請
求項１または２に記載のターボ過給機。
【請求項４】
　それぞれの前記軸受ブッシュ（１１）の前記軸方向端部のうち少なくとも１つにおいて
、それぞれの前記径方向外側区画（１８、１９）と前記軸受ハウジング（９）との間に、
またはカバー（１２）上に、軸方向遊びが形成されることを特徴とする、請求項１から３
のいずれか一項に記載のターボ過給機。
【請求項５】
　前記カバー（１２）と隣接する、それぞれの前記軸受ブッシュ（１１）の前記軸方向端
部に、溝（２０）が形成され、前記溝内に前記カバー（１２）の突出部（２１）が係合し
て回転防止デバイスを形成することを特徴とする、請求項２から４のいずれか一項に記載
のターボ過給機。
【請求項６】
　前記溝（２０）が、前記軸受ブッシュ（１１）の径方向外面から径方向に離間して終端
することを特徴とする、請求項５に記載のターボ過給機。
【請求項７】
　前記溝（２０）の端部と前記軸受ブッシュ（１１）の前記径方向外面との間の径方向間
隔が、前記溝（２０）が、前記カバー（１２）と隣接する、前記軸受ブッシュ（１１）の
前記軸方向端部の前記径方向外側区画（１９）から離間して終端するような形で寸法決め
されることを特徴とする、請求項６に記載のターボ過給機。
【請求項８】
　前記溝（２０）の端部と前記軸受ブッシュ（１１）の前記径方向外面との間の径方向間
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隔が、前記溝（２０）が、前記カバー（１２）と隣接する、前記軸受ブッシュ（１１）の
前記軸方向端部の前記径方向外側区画（１９）内までは延在しないような形で寸法決めさ
れることを特徴とする、請求項６または７に記載のターボ過給機。
【請求項９】
　それぞれの前記軸受ブッシュ（１１）の前記軸方向端部が、端面（１６、１７）で漏斗
状に径方向内側へと傾斜していることを特徴とする、請求項１から８のいずれか一項に記
載のターボ過給機。
【請求項１０】
　それぞれの前記軸受ブッシュ（１１）の前記軸方向端部が、端面（１６、１７）で径方
向内側へと階段状の外形とされていることを特徴とする、請求項１から８のいずれか一項
に記載のターボ過給機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ターボ過給機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１により、ターボ過給機の基本的構造は知られている。ターボ過給機はタービ
ンを備え、タービン内で第１の媒体が膨張させられる。更に、ターボ過給機は圧縮機を備
え、圧縮機内で第２の媒体が圧縮され、即ち、第１の媒体が膨張する間にタービンで抽出
されたエネルギーを利用する。ターボ過給機のタービンは、タービンハウジングとタービ
ンロータとを備える。ターボ過給機の圧縮機は、圧縮機ハウジングと圧縮機ロータとを備
える。タービンのタービンハウジングと圧縮機の圧縮機ハウジングとの間には、軸受ハウ
ジングが位置付けられ、軸受ハウジングは、一方ではタービンハウジングに接続され、他
方では圧縮機ハウジングに接続される。軸受ハウジング内には、軸が装着され、軸を介し
てタービンロータが圧縮機ロータに連結される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０２０１３００２６０５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　慣例により、タービンのタービンロータを圧縮機の圧縮機ロータに連結する軸は、少な
くとも１つの軸受を介して軸受ハウジングに装着されることが知られている。軸を装着す
る軸受ハウジングのそれぞれの軸受は、回転方向で固定された形で装着することができる
かまたは軸受ハウジング内で回転することができる、軸受ブッシュを備える。本発明は、
軸受ハウジングにおける少なくとも１つの軸受の領域で、軸受の軸受ブッシュが回転方向
で固定された形で軸受ハウジング内に装着される、ターボ過給機に関する。軸受ハウジン
グと軸受ブッシュとの間には、径方向外側の潤滑ギャップが形成され、軸受ブッシュと軸
との間には、径方向内側の潤滑ギャップが形成される。軸受ハウジングと軸受ブッシュと
の間に形成される径方向外側の潤滑ギャップは、スクイズフィルムダンパとも呼ばれる。
【０００５】
　慣例により知られているターボ過給機では、それぞれの軸受ブッシュが第１の軸方向端
部で、軸受ハウジングによって提供される停止部と相互作用するという事実により、また
反対側に位置する軸受ブッシュの軸方向端部がカバーと相互作用するという事実により、
軸受ハウジングのそれぞれの軸受は、軸受ハウジング内においてその軸方向位置で固定さ
れる。軸受ブッシュの軸方向端面は、軸受ブッシュの軸方向端部に形成され、また軸受ハ
ウジングの停止部またはカバーのどちらかに対向して位置するものであり、軸受ブッシュ
全体にわたる軸方向に対して直交して延在するような形で、慣例により知られているター
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ボ過給機に形成される。したがって、それぞれの軸受ブッシュは、その軸方向端面を介し
て、表面積全体がそれぞれ軸受ハウジングの肩部およびカバーに接した状態で位置するよ
うになる。軸受ブッシュの軸方向端面と軸受ハウジングの停止部またはカバーとの過度な
摩擦を回避するために、軸受ブッシュの軸方向端面と軸受ハウジングの停止部との間およ
び軸受ブッシュの軸方向端面とカバーとの間に規定の軸方向ギャップが調節されるが、そ
れにより、特に、スクイズフィルムダンパとして機能する径方向外側の潤滑ギャップの領
域において、油漏れがもたらされる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　ここから始めて、本発明は、新しいタイプのターボ過給機を創出するという課題に基づ
く。この課題は、請求項１に記載のターボ過給機によって解決される。本発明によれば、
それぞれの軸受ブッシュの軸方向端部は、その径方向内側区画よりもその径方向外側区画
の方が軸方向の広がりが大きい。本発明により、軸受ブッシュの軸方向端面と軸受ハウジ
ングまたはカバーとの間における過度な摩擦のリスクなしで、ターボ過給機の軸受ハウジ
ングのそれぞれの軸受における軸受ブッシュの軸方向遊びを低減することができる。それ
ぞれの軸受ブッシュの軸方向端部は、径方向内側よりも径方向外側の方が軸方向の広がり
が大きいという事実により、非常に小さい軸方向ギャップを、軸受ブッシュと軸受ハウジ
ングまたはカバーとの間で調節することができる。油漏れを低減することができる。スク
イズフィルムダンパとして機能する外側潤滑ギャップは、そのスクイズフィルムダンパ機
能を最適に提供することができる。
【０００７】
　更なる有利な発展例によれば、それぞれの軸受ブッシュの軸方向端部のうち少なくとも
１つは、それぞれの径方向外側区画のみで軸受ハウジングまたはカバーと接した状態で位
置する。この領域では、非常に小さい軸方向ギャップが、軸受ブッシュと軸受ハウジング
またはカバーとの間で調節され、その結果として油漏れを低減することができる。優先的
には、それぞれの軸受ブッシュの第１の軸方向端部は、径方向外側区画のみで軸受ハウジ
ングと接した状態で位置し、その際、それぞれの軸受ブッシュの第２の端部は、径方向外
側区画のみでカバーと接した状態で位置する。これらの特徴は、軸受ハウジングにおける
それぞれの軸受ブッシュの軸方向位置に対して最小限の軸方向遊びを確保する一方で、過
度の摩擦を回避し、油漏れを低減するのに役立つ。
【０００８】
　本発明の更なる有利な発展例によれば、カバーと隣接する、それぞれの軸受ブッシュの
軸方向端部に、溝が形成され、溝内にカバーの突起が係合して回転防止デバイスを形成し
、溝は、軸受ブッシュの径方向外面から、また軸方向端部の径方向外側区画から、径方向
に離間して終端する。これにより、径方向外側の潤滑ギャップに関する油漏れのリスクな
しに、軸受ブッシュの回転防止デバイスを提供することができる。
【０００９】
　端面上で、それぞれの軸受ブッシュの軸方向端部は、径方向内側へと漏斗状に傾斜して
いるか、または径方向内側へと階段状の外形とされている。軸受ブッシュの軸方向端部ま
たは軸方向端面におけるこれらの外形は、それぞれの軸受ブッシュの軸方向端部が、その
径方向外側区画においてその径方向内側区画よりも大きい軸方向の広がりを有すること、
また特に軸受ブッシュが、径方向外側区画のみで軸受ハウジングおよびカバーと接した状
態で位置するようになることを確保するために、特に好ましい。
【００１０】
　本発明の好ましい更なる発展例は、従属請求項および以下の説明から得られる。本発明
の例示的な実施形態について、図面を用いるがそれらに制限されることなく、更に詳細に
説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】従来技術によるターボ過給機の断面図である。
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【図２】軸受ハウジングの軸受の領域におけるターボ過給機の断面図である。
【図３】軸受ハウジングの軸受の領域における、本発明による第１のターボ過給機の詳細
図である。
【図４】軸受ハウジングの軸受の領域における、本発明による第２のターボ過給機の詳細
図である。
【図５】図４の細部の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明は、ターボ過給機に関する。
【００１３】
　ターボ過給機１は、第１の媒体を膨張させる、特に内燃機関の排気ガスを膨張させる、
タービン２を備える。更に、ターボ過給機１は、第２の媒体を、特に給気を圧縮する、即
ち、第１の媒体が膨張する間にタービン２で抽出されたエネルギーを利用する、圧縮機３
を備える。タービン２は、タービンハウジング４とタービンロータ５とを備える。圧縮機
３は、圧縮機ハウジング６と圧縮機ロータ７とを備える。圧縮機ロータ７は、軸受ハウジ
ング９内に装着される軸８を介してタービンロータ５に連結され、軸受ハウジング９は、
タービンハウジング４と圧縮機ハウジング６との間に位置付けられ、タービンハウジング
４および圧縮機ハウジング６の両方に接続される。
【００１４】
　軸８は、タービン２のタービンロータ５を圧縮機３の圧縮機ロータ７に連結し、軸受ハ
ウジング９内に、即ち軸受ハウジング９の少なくとも１つの軸受１０を介して装着される
。優先的には、軸受ハウジング９は、軸８を装着する２つの軸受１０を備え、第１の軸受
１０は、タービンロータ５に面する軸８の区画に作用し、第２の軸受１０は、圧縮機ロー
タ７に面する軸８の端部にある。
【００１５】
　それぞれの軸受１０は、回転する形で軸受ハウジング９内に、特に軸受ハウジング９の
軸受本体内に装着される軸受ブッシュ１１を含む。軸受ハウジング９内に回転方向で固定
された形で装着された、または軸受ハウジング９上に回転方向で固定された形で装着され
たかかる軸受ブッシュ１１は、回転軸８に対して静止しているハウジング側のステータ側
アセンブリである。
【００１６】
　軸受ハウジング９内に回転方向で固定された形で装着された軸受ブッシュ１１と、軸受
ハウジング９と、の間には、径方向外側の潤滑ギャップ１３が形成され、また軸受ブッシ
ュ１１と軸８との間には、径方向内側の潤滑ギャップ１４が形成される。軸受ハウジング
９と軸受ブッシュ１１との間に形成される径方向外側の潤滑ギャップ１３は、スクイズフ
ィルムダンパとして機能する。
【００１７】
　軸受ブッシュ１１は、軸受ハウジング９の陥凹部に、軸方向端部が軸受ハウジング９に
よって形成される停止部に隣接した状態で挿入される。反対側に位置する軸受ブッシュ１
１の軸方向端部において、軸受ハウジング９と併せて、軸受ハウジング９内における軸受
ブッシュ１１の軸方向位置決めを提供する、カバー１２が位置付けられる。
【００１８】
　本発明によれば、それぞれの軸受ブッシュ１１の軸方向端部は、それらの径方向外側区
画１８、１９において、径方向内側区画２４、２５よりも大きい軸方向の広がりを有する
と規定される。
【００１９】
　反対側に位置する両方の軸方向端部において、軸受ブッシュ１１は、軸方向端面１６、
１７がそれぞれ径方向外側区画１８および１９のみで軸受ハウジング９と接し、即ち、軸
受ハウジング９の肩部１５およびカバー１２と接した状態で位置するが、径方向内側区画
２４、２５では接していない。
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【００２０】
　軸受ブッシュ１１の端面１６、１７の軸方向端部の領域では、最小限の軸方向遊びが、
軸受ブッシュ１１とカバーとの間および軸受ブッシュ１１と軸受ハウジング９との間の過
度な摩擦のリスクなしに、軸受ブッシュ１１と軸受ハウジング９との間および軸受ブッシ
ュ１１とカバー１２との間に提供され、この最小限の軸方向ギャップによって、スクイズ
フィルムダンパとして役立つ径方向外側の潤滑ギャップ１３の領域における油漏れが回避
される。
【００２１】
　図示される好ましい例示的な実施形態によれば、径方向外側区画１８の領域における対
応する第１の軸方向端面１６を有する第１の軸方向端部における軸受ブッシュ１１は、軸
受ハウジング９の突出部１５に接した状態で位置し、反対側の軸方向端部または反対側に
位置する軸受ブッシュ１１の軸方向端面１７では、径方向外側区画１９でカバー１２と接
した状態で位置する。
【００２２】
　また、径方向外側区画１８が軸受ハウジング９の突出部１５に接していないこと、およ
び／または径方向外側区画１９がカバー１２に接していないことも可能である。この場合
、それにより、それぞれの軸受ブッシュ１１の軸方向端部の少なくとも１つにおいて、そ
れぞれの径方向外側区画１８、１９と軸受ハウジング９および／またはカバー１２との間
に、それぞれの軸受ブッシュ１１のそれぞれの軸方向端部のそれぞれの径方向内側区画２
４、２５の領域における軸方向遊びよりも小さい、軸方向遊びが形成される。
【００２３】
　図３の例示的な実施形態では、軸受ブッシュ１１は、その軸方向端面１６、１７の領域
では、径方向内側へと漏斗状に傾斜しており、図４の例示的な実施形態では、軸受ブッシ
ュ１１の軸方向端面１６、１７は、径方向内側へと階段状の外形とされており、したがっ
て、両方の例示的な実施形態において、軸受ブッシュ１１は、径方向外側区画１８、１９
のみで、軸受ハウジング９の肩部１５およびカバー１２と接した状態で位置するようにな
る。
【００２４】
　図示される例示的な実施形態では、カバー１２に対向して位置するかまたはカバー１２
に隣接する、軸受ブッシュ１１の軸方向端部または軸方向端面１７に溝２０が形成され、
溝２０が、回転防止デバイスを形成し、溝２０内に、回転防止デバイスを形成する、カバ
ー１２の突出部２１が係合する。この溝２０は、軸受ブッシュ１１の径方向外面から径方
向に離間して、または図示される例示的な実施形態では、カバー１２と接した状態で位置
するようになる、端面１７の径方向外側区画１９から径方向に離間して終端する。溝２０
の径方向外側端部と軸受ブッシュ１１の径方向外面との間の径方向間隔は、結果として、
溝２０が軸受ブッシュ１１の軸方向端部の径方向外側区画１９から離間して終端し、それ
によって、図示される例示的な実施形態では、軸受ブッシュ１１がカバー１２に接した状
態で位置するような形で寸法決めされる。
【００２５】
　換言すれば、溝２０は、軸受ブッシュ１１の軸方向端面１７の径方向外側区画１９内ま
では延在せず、それによって、図示される例示的な実施形態では、軸受ブッシュ１１はカ
バー１２に接した状態で位置する。
【００２６】
　軸受ブッシュ１１と軸受ハウジング９との間のスクイズフィルムダンパとして機能する
径方向外側の潤滑ギャップ１３には、軸受ハウジング９の主給油ライン２３から出発する
少なくとも１つのライン２２を介して、潤滑油が供給され（図２を参照）、主給油ライン
２３から出発するこのラインまたは各ライン２２は、径方向外側の潤滑ギャップ１３に油
を供給し、径方向外側は径方向外側の潤滑ギャップ１３内へと開いている。
【００２７】
　径方向で軸受ブッシュ１１を通って延在する、図示されないラインを用いて、径方向内
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側の潤滑ギャップ１４には、径方向外側の潤滑ギャップ１３から出てくる潤滑油も供給す
ることができる。
【００２８】
　したがって、本発明を用いて、軸受ブッシュ側面とも呼ばれる、軸受ブッシュ１１の軸
方向端面１６、１７の修正された構成または外形が、軸受ブッシュ１１、軸受ハウジング
９、およびカバー１２の間の軸方向遊びを低減するために提案される。ここで、軸受ブッ
シュ１１の軸方向端面１６、１７は、軸受ブッシュ１１の軸方向端部が、その径方向外側
区画１８、１９においてその径方向内側区画２４、２５よりも大きい軸方向の広がりを有
するような形で、構成されるかまたは外形を定められる。ここで、軸受ブッシュ１１の軸
方向端面１６、１７は、軸受ブッシュ１１がその軸方向端部を介して、径方向外側区画１
８、１９のみが軸受ハウジング９およびカバー１２と接した状態で位置するような形で、
構成するかまたは外形を定められることができる。軸受ブッシュ１１の領域における摩擦
が低減され、軸受ブッシュ１１と軸受ハウジング９との間の軸方向ギャップ、および軸受
ブッシュ１１とカバー１２との間の軸方向ギャップを介する油漏れが更に低減される。径
方向外側の潤滑ギャップ１３は、潤滑フィルムダンパとしての機能を理想的に提供するこ
とができる。
【００２９】
　特に好ましい更なる発展例によれば、軸受ブッシュ１１のための新しいタイプの回転防
止デバイス、更に、即ち軸受ブッシュ１１の軸方向端面１７に導入される溝２０と、カバ
ー１２の突出部２１と、の相互作用による新しいタイプの回転防止デバイスが提案され、
この溝２０は、領域内まで、または軸受ブッシュ１１の径方向外側区画１９内までは延在
せず、これにより、図示される例示的な実施形態では、軸受ブッシュ１１がカバー１２と
接した状態で位置するようになる。したがって、回転防止デバイスは、径方向外側の潤滑
ギャップまたはスクイズフィルムダンパの減衰作用に悪影響を及ぼさず、また、軸受ブッ
シュ１１と軸受ハウジング９およびカバー１２との間の軸方向遊びの低減には悪影響を及
ぼさない。
【００３０】
　軸受ブッシュ１１の径方向外側区画１８、１９の領域では、それによって軸受ブッシュ
１１が軸受ハウジング９の突出部１５およびカバー１２と接した状態で位置するようにな
り、軸受ブッシュ１１の端面１６、１７におけるいわゆる慣らし運転時の摩耗を、最適に
調節することができる。
【００３１】
　本発明は任意のタイプのターボ過給機で用いることができる。本発明は、タービンおよ
び圧縮機の具体的な実施形態とは独立している。本発明はまた、ターボ過給機と相互作用
する内燃機関の具体的な実施形態とも独立している。
【符号の説明】
【００３２】
　　１　ターボ過給機
　　２　タービン
　　３　圧縮機
　　４　タービンハウジング
　　５　タービンロータ
　　６　圧縮機ハウジング
　　７　圧縮機ロータ
　　８　軸
　　９　軸受ハウジング
　　１０　軸受
　　１１　軸受ブッシュ
　　１２　カバー
　　１３　潤滑ギャップ
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　　１４　潤滑ギャップ
　　１５　停止部
　　１６　端面
　　１７　端面
　　１８　径方向外側区画
　　１９　径方向外側区画
　　２０　溝
　　２１　突出部
　　２２　ライン
　　２３　主給油ライン
　　２４　径方向内側区画
　　２５　径方向内側区画

【図１】 【図２】
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